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34.吾妻山
あ づ ま や ま

北緯37°44′07″ 東経140°14′40″ 標高1,949m (一切経山) 

 Azumayama        常時観測火山 

(三角点・吾妻山)  
 
 

 

 

吾妻山全景 福島市内から 2011 年 4 月 5 日気象庁撮影 

 

概要 

吾妻山は、山形・福島県境にある多数の成層火山や単成火山などからなる火山群である。

噴出物は玄武岩～安山岩で、分布する範囲は東西 25km×南北 15km である。西吾妻火山、中

吾妻火山、東吾妻火山に分けられ、噴出中心は東南東～西北西に走る南北の 2 列に大別され

る(Hasenaka et al., 1992)。北列の多くの火山は山頂火口をもち、東部の一切経山(いっさ

いきょうざん)付近には、五色沼、大穴、桶沼、吾妻小富士など、多くの新しい火砕丘や火口

が形成されている。有史以降の噴火は、大穴火口とその周辺の爆発で、現在その南～東斜面

には噴気地域が広く分布する。構成岩石の SiO2 量は 51.9～64.2 wt.% である。 

東吾妻火山は、東吾妻山、一切経山、吾妻小富士などの火山錐から構成されている。一切

経山の活動は 30 万年前から開始された。その後に浄土平付近を火口底とする山体崩壊で、東

方に開口する径約 2km の馬蹄形爆裂カルデラ形成が、約 10 万～約 28 万年前の間に起こった

(鴨志田, 1991)。さらにその後の噴出活動でカルデラ内に吾妻小富士や桶沼などが生じてい

る。 
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写真 

 

浄土平周辺 西側上空から 2012 年 1 月 18 日 気象庁撮影 

中央は浄土平 右手奥は吾妻小富士 左手に大穴火口からの噴気が見える 

 

 

 

大穴火口から噴出する液体状の硫黄 

2010 年 8 月 24 日 福島市浄土平天文台撮影 

大穴火口からの噴気 東側から 

2008 年 11 月 11 日 気象庁撮影 
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1950 年 2 月 15 日 一切経山大穴火口からの噴煙  浄土平より, 気象庁撮影 

 

 
1977 年 11 月 29 日 一切経山大穴火口からの噴煙  福島市荒川より 気象庁撮影 
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八幡焼付近の噴気地帯 2012 年 5 月 14 日 気象庁撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大穴火口付近の噴気地帯 2012 年 5 月 14 日 気象庁撮影 

 

火口周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 34-1 火口周辺図.  

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 25000(地図画像)」を使用した. 
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地形図 

図 34-2 吾妻山の地形図. 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(磐梯山, 二本松, 吾妻山, 福島)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 
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噴火活動史 

・過去１万年間の噴火活動 

約 4900～7700 年前に吾妻小富士や桶沼の火砕丘が形成され、吾妻小富士付近から東麓に溶

岩が流出した。その後の活動は水蒸気噴火ないしマグマ性爆発が主体で、少なくとも 6 回以

上の堆積物を残す活動が発生している。 

 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000

年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

A→B：A 年から B 年までの間、継続して起こった一連の噴火イベント 

 

・有史以降の火山活動(▲は噴火年を示す) 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1331(元弘元)年 5,8 小規模：水蒸

気噴火→マ

グマ噴火 8 

火砕物降下。噴火場所は一切経大穴火口～硫黄平南火口列 8。 

マグマ噴出量は 0.0001 DRE km3。(VEI1)8 

▲1711(正徳元)年頃
5,8 

小規模：水蒸

気噴火 8 

火砕物降下。噴火場所は一切経大穴火口付近 8。(VEI1)8 

▲1893～95(明治 26

～28)年 
1,5,7 

小規模：水蒸

気噴火 1,5,7 

火砕物降下。噴火場所は一切経燕沢火口群 1,5,8。 

93 年 5 月 19 日、6 月 4～8 日、11 月 9～10 日。94 年 3 月 16 日、4

月 5、12 日。95 年 3 月 8～11 日、5 月 18～19 日、7 月 6～7 日、17

日、9 月 5～13 日。燕沢(大穴から西に山一つ隔てたところ)で爆発。

火口は主なもの 5 個、噴石、降灰、噴出物 5×105m3。 

1893 年 6 月 7 日の噴火により火口付近調査中の 2 名死亡。(VEI1)2 

▲1950(昭和 25)年
3,4,7 

水蒸気噴火
3,4,7 

大穴:2 月 10、19 日。火砕物降下。鳴動、降灰。 

噴火場所は一切経大穴火口付近。 3,4 

山麓の土湯温泉付近まで降灰。火口付近から流出した酸性水によ

り、下流で魚が死に、発電施設に被害。 

1952(昭和 27)年
10,11,13 

噴火？ 10,11,13 5月 23日、噴煙やや多い。6月 18日、噴気口付近に小石が飛ぶ 10,11,13。 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

7.7←→7.6ka8 桶沼火口 8 マグマ噴火 8 火砕物降下。 

 

7.5←→7.2ka8 五色沼 8 水蒸気噴火→マ

グマ噴火 8 

火砕物降下。 

 

7.5←→5.5ka8 一切経南火口列
8 

水蒸気噴火 8 火砕物降下。 

6.8→5.4ka8 吾妻小富士 8 マグマ噴火 8 Az-kf噴火：火砕物降下、溶岩流。 

 

5←→4.9ka8 一切経火口 8 マグマ噴火 8 火砕物降下。 

 

4.9←→4.5ka8 一切経火口 8 水蒸気噴火 8 火砕物降下。 

3.8←→3.7ka8 一切経火口 8 水蒸気噴火 8 火砕物降下。 

3←→2.8ka8 一切経火口 8 水蒸気噴火 8 火砕物降下。 

2.4←→1.8ka8 一切経山-硫黄

平付近 8 

水蒸気噴火 8 火砕物降下。 

1.5←→1.2ka8 硫黄平付近 8 水蒸気噴火 8 火砕物降下。 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

1966(昭和 41)年
11,12,14,15 

噴気・地震
11,12,14,15 

5～8 月。噴気活発化、新噴気孔を生ずる。大穴の一部では泥水噴

出。陥没・がけ崩れ、亀裂の発生。昇華物の付着が顕著。地震群発

（浄土平付近で数回の有感地震） 11,12,14,15。 

▲1977(昭和 52)年 6,7 水蒸気噴火
6,7 

12 月 7 日。火砕物降下。噴火場所は一切経大穴火口付近 6,7。 

1977 年 2 月頃から一切経山の大穴火口の噴気活動が次第に活発化、

10 月 26 日からはさらに激しく噴出。酸性の泥水噴出のため、塩川

の魚の浮上死、養魚場の被害があった。12 月 7 日早朝に小規模の

噴火があり、火口周辺に極少量の降灰。盛んな噴気活動は 1979 年

まで継続。 

1996(平成 8)年 微動 4～７、9 月。 

1998(平成 10)年 地震、火山性

微動 

3 月 26 日。6～9 月群発地震活動。 

1999(平成 11)年 地震 2～6 月群発地震活動。7～10 月地震増加。6～10 月毎月微動発生。 

2000(平成 12)年 噴気 9 月以降。噴気活動やや活発化。 

2001～02(平成 13

～14)年 

地震 01 年 5～7 月地震活動やや活発化。火山性微動も 11 月 1 回、12 月

3 回発生。翌年 6 月以降は静穏に戻る。 

2003～05(平成 15

～17)年 

地震、地殻変

動 

03 年 11 月～05 年 1 月。2003 年 11 月から増え始めていた火山性地

震は、2004 年 1 月をピークに消長を繰り返しながら減少し、2004

年 9 月以降は穏やかな状況。地殻変動観測では地震回数の増加に合

わせ大穴火口付近で局所的な膨張を示す微小な変化が観測された。 

2006～08(平成 18

～20)年 

地震、地殻変

動 

06 年 7 月～08 年 5 月。2007 年 1 月をピークに 4 月以降は穏やかに

なる。GPS 観測により地震回数の増加に合わせ大穴火口付近で局所

的な膨張を示す微小な変化が観測された。 

2008～11(平成 20

～23)年 

地震、地殻変

動、噴気 

噴気活発。11 月 11 日以降。場所は大穴火口。 

11 月 11 日、1977 年から 1979 年にかけて盛んな噴気活動以降、噴

気のみられなかった 1977 年火口から突然噴気が噴出を開始。噴気

の高さは 300ｍ、噴気孔下の斜面に流れて堆積した火砕物、大穴火

口壁面やその周囲に降下堆積物がみられた 9。浄土平で噴気音が聞

こえ、地震活動やや活発化。二酸化硫黄放出量 300 ton/day 。GPS

による地殻変動観測で、大穴火口付近で局所的な膨張を示す微小な

変化を観測。2009 年 1 月、噴気孔周辺に硫黄の付着物で雪面が黄

色に変色。6 月には噴気、地震活動ほとんど収まる。10 月から噴気

ふたたび活発化。2010 年 1 月に微動発生、5 月の微動発生後に噴気

孔の周辺で硫黄の燃焼がみられた。噴気はその後消長を繰り返し高

さ 700ｍが最高。噴気の色は青味に見える日あり。二酸化硫黄の放

出は 100 ton/day 程度で続いている。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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主な火山活動 

・1893～1895 年噴火 

 1893 年 5 月 19 日 11 時 30 分頃爆発した。その地点は大嶺南側中腹に存在し、南南東から

北北西に走る燕沢である。噴出物は地表の岩石を沼の平まで飛散させ、その最大は径約 2.5

ｍであった。そのほか泥や火山灰が多量の水蒸気と混じって泥状となり、その厚さは火口付

近で約３ｍで、沼の平付近にまで達し、降灰は火口の南南東約 20 ㎞にまで及んだ。噴煙の高

さは、爆発時には約 2000ｍになり、2～3 日後にも約 1000ｍもあった。 

 その後も噴煙活動を続けたが、特に 5 月 31 日頃からしばしばおびただしい量の火山灰を噴

出した。6 月 4 日から 5 日かけて 5 回の爆発があったが、6 月 4 日 04 時 10 分の爆発は、19

日の爆発より大きかったが、泥土の噴出は少なく主に噴石を飛散させ、その放出距離は最大

約 1.5km で、最大の岩塊は火口付近で直径約４ｍであった。降灰は宮城県境付近の太平洋沿

岸までとどき、火口から百数十ｍの地点ではその厚さが約１cm、微温温泉付近では少量堆積

した。爆発音は福島市でも遠雷のように響き、戸障子が約 30 秒間震動した。6 月 7 日の小爆

発では火口付近を調査中の農商務省の２名が殉職した。その後、1895 年まで小噴火がみられ

た。 
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・1950 年噴火 

2 月 10 日 18:45 頃爆発、土湯温泉方面に降灰した(図の縦線部)。また、山麓方面で鳴動が

聞こえた(図の斜線部)。噴火口は大穴付近で、小石や直径 1m に達する岩石と硫黄を含んだ固

形土を南東方の浄土平方向に扇状に飛散した。約 600m 先で直径 10～20cm 位の岩石が多数見

られ、中には 1200m 先まで飛散しているものもあった。11 日と 12 日、黒煙を含んだ水蒸気

が一時的に高さ 1000m に達した。2 月 19 日 18:35 頃 2 回目の爆発があり、少量の岩石を飛ば

した。爆裂口付近から毒水が流出し河川や女沼で魚が浮上死。土湯温泉方面で降灰があり厚

さは 3～5mm。 

 

 
  

 

 

 

 

 

図 34-3  左図：1950 年噴火の際の鳴動, 降灰などの観測状況 (福島測候所, 1951). 

右図：吾妻山 1950 年及び 1893 年に形成された噴気孔の位置 (Minakami and Hiraga, 1951). 

               A1A1', A2A2'及び A3A3'は 1950 年に形成, BB'は 1893 年に形成された. 
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 ・1977 年噴火 

1977 年 2 月頃から一切経山の大穴火口の噴気活動が次第に活発化、4 月には浄土平中央で

温水の湧出、その後湯だまりの出現や熱湯の湧出がみられた。10 月 26 日噴気激しく、噴気

孔を壊して土砂を噴出し、噴煙は 400m に達した。酸性の泥水噴出のため、塩川の魚の浮上死、

養魚場の被害があった。12 月 7 日早朝に小規模の噴火があり、火口周辺に極少量の降灰。そ

の後、噴煙は黄色味をおびて高さ 600m、水平に 10km たなびき 12 月下旬からは噴気活動は白

色に変わり減少。1978 年 6 月、噴気の下部が透明になり時々青白色に変わる。その後活動は

徐々に衰退し 1979 年に入り平常に戻った。 

 

 
図 34-4 1977 年 10 月 噴出土砂分布 (気象庁, 1978). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34-5 吾妻山一切経山噴気孔温度及び 

     湧出水温度 (1977 年～1979 年) 

 (小沢・他, 1981). 
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図 34-6 一切経山の噴煙と噴気温度推移及び月別地震回数 

 (1974 年 1 月～1977 年 12 月) (気象庁, 1978). 
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図 34-7 旬別地震回数(1977 年 11 月～1979 年 11 月) (東北大学理学部, 1981). 

 幕川 (1977 年 11 月 1 日～1978 年 11 月 17 日, 1979 年 5 月 1 日～11 月 30 日) あるいは

微温湯 (ぬるゆ) (1978 年 11 月 20 日～1979 年 4 月 30 日) において観測された地震 

(S-P≦5.0sec) の旬別頻度. 白ぬきは 1 日間以上の欠測を含む期間で, 実測された日数の

発生率から 10 日間の分を推定した.  

 

 

過去の噴火における先駆現象等  
1977 年の水蒸気噴火においては、噴火の１年弱前から一切経山大穴火口の噴気活動が次第

に活発化した。なお、1998 年以降、噴火には至っていないが、一切経山直下浅部での地震活

動の活発化と膨張が繰り返し見られ、2008 年からは噴気活動の活発化も見られた。 
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図 34-8 吾妻山の噴気の高さ. 

上段:月別最大噴気 (噴煙) 高 (1965 年 7 月～2012 年 6 月 30 日).  

下段:日別最大噴気高 (2008 年 1 月～2012 年 6 月 30 日). 

2008 年 11 月 11 日に大穴火口から噴気が噴出し、最大 700m の高さを観測するなど,

その後も噴気活動がやや高い状態である. 

1998 年以前は福島地方気象台 (大穴火口の東北東約 20km) からの目視観測. 

1998 年から遠望カメラ (大穴火口の東北東約 14km) による観測. 

2002 年 2 月以前は定時 (9:00, 15:00) 及び随時観測による高さ. 

2002 年 2 月以後は全ての時間で観測したデータによる高さ. 
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図 34-9 二酸化硫黄の放出量 (●:トラバース法, ◇:パニング法).  

②月別最大噴気（噴煙）高（2008 年 1 月～2012 年 6 月） 

①月別最大噴気（噴煙）高（1965 年 7 月～2012 年 6 月）  
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図 34-10 地震活動経過図 

・機器障害のため,2010 年 10 月 14～15 日の日別地震回数は欠測. 
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1965 年７月より観測

 

注）1998 年 11 月に吾妻小富士東を大穴火口の北東約６km から東南東約２km へ
移設. 

① 月別地震回数（1965 年７月～1998 年 10 月） 

② 月別地震回数（1998 年 11 月～2012 年５月） 

月
回
数 

229 357 452 41

 

計数基準：吾妻小富士東 振幅２μm/s 以上、Ｓ-Ｐ時間２秒以内 

207 

⑤ 日別微動回数（2001 年１月～2012 年６月） 

日

回

 

継
続
時
間 

③ 日別地震回数（2001 年１月～2012 年６月） 

⑥ 吾妻小富士東 微動の継続時間と上下動最大振幅（2001 年１月～2012 年６月） 

積
算
回
数 

日

回

 

計数基準：吾妻小富士東 振幅 2μm/s 以上、Ｓ-Ｐ時間２秒以内 

月
回
数 

計数基準：吾妻小富士東 Ｓ-Ｐ時間５秒以内 

④ 吾妻小富士東 上下動最大振幅の推移（2001 年１月～2012 年６月） 

1998 年 11 月観測開始 

 

注） 
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図 34-11 地震活動（2003 年 8 月～2012 年 6 月）. 

 

浄 土 平 観 測 点 を震

源計算に使用開始  

大穴火口 

一切経山 

吾妻小富士 
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図 34-12 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤) 

(1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日). 

 
図34-13 GPS観測により求められた膨張期と収縮期の圧力源位置, 震源分布, 及び全磁力観測から推定さ

れる熱消磁域 (吉田・他, 2012).  

膨張期: 2003年9月～2004年11月, 2006年5月～2007年5月, 2008年8月～2008年11月. 収縮期: 2004

年10月～2006年5月. 震源表示期間は2003年9月～2010年8月. 全磁力観測実施期間は2004年～2009年. 
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③基準長 2072.835m ④基準長 2628.015m

⑤基準長 1111.950m ⑥基準長 639.510m ①■

③◆

②▲

④●

⑤＊

基線

番号

⑥◆

図34-14 GPS連続及び繰り返し観測点配置図. 

国土地理院発行の「２万５千分の１地形図（吾妻山、土湯温泉）」を使用. 
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図34-15 GPS連続と繰返し観測による基線長変化図 (上図: 2002年9月～2011年6月) 

および日別地震回数 (下図: 2002年1月～2012年6月). 

     上図の基線番号①～⑥は図34-14のGPS基線①～⑥に対応2004年, 2006～2007年, 2008 年, 

及び2010年に，火山性地震回数の増加と呼応して， 大穴火口付近の局所的な膨張を示す微

小な地殻変動が観測された． 
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防災に関する情報 

①火山防災協議会 

 なし 

※火山防災協議会以外の共同検討体制 

火山防災協議会等の名称 設置 最近の主な活動の内容

福島県火山性ガス安全対策
連絡協議会

1997.10

・吾妻山の噴気異常等に対する活動状況の確認
・防災対策について
・各防災機関の役割分担と確認事項について
・吾妻山の火山ガス注意喚起チラシ作成

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）裏磐梯自然保護官事務所、
　福島森林管理署、会津森林管理署、
（県）生活環境部自然保護課、商工労働部観光交流局観光交流課、
　農林水産部森林計画課、県北地方振興局県民環境部、
　県中地方振興局県民環境部、会津地方振興局県民環境部
（警察・消防）県警本部警備部警備課
（その他）(財）自然公園財団浄土平支部、
　福島県山岳遭難対策協議会、福島市山岳遭難対策協議会、
　安達太良山山岳遭難対策委員会、
　猪苗代地区山岳遭難対策協議会、
　喜多方地区山岳遭難対策協議会

■県（防災部局）
（福島県）生活環境部災害対策課◎
■市町村
　福島市、二本松市、大玉村、郡山市、会津若松市、
　猪苗代町、磐梯町、北塩原村
■気象台
　福島地方気象台
■砂防部局
　―
■火山専門家等
　産業技術総合研究所

山形県、福島県

関係都道府県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

 

②火山ハザードマップ等 

吾妻山火山防災マップ(全体版)2002(平成 14)年 1月 福島市、猪苗代町、北塩原村発行 吾

妻山火山防災連絡会議監修 

出典：吾妻山火山防災マップ 

発行：平成14年1月 

作成機関：福島市、猪苗代町、北塩原村 

監修：吾妻山火山防災連絡会議 

 

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/soshiki/8/600.html 
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③噴火警戒レベル（2007（平成 19）年 12 月 1 日運用開始） 
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④主な火山情報の発表状況 

（1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2012 年 4 月 1 日まで） 

 

 

 

 

（*1）1965 年 1 月 1 日より臨時火山情報及び火山活動情報の発表 

（*2）1993 年 5 月 11 日より火山活動情報を緊急火山情報と改正、火山観測情報新設 

（*3）2007 年 12 月 1 日より火山の状況に関する解説情報（解説情報）の運用開始 

（*4）2005 年の火山観測情報は 2 月１日から提供を開始した「火山活動度レベル」について

の情報であり、火山活動が活発化したことによる発表ではない 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の発表開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし 

情報の種類 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 

火山活動情報※ 1 － － － － － － － － － － － － 

臨時火山情報※ 1 － 2 － － － － － － － － － － 

情報の種類 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 

火山活動情報 3 － － － － － － － － － － － 

臨時火山情報 － － － － － － － － － － － － 

情報の種類 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 

緊急火山情報※ 2     － － － － － － － － 

火山活動情報※ 2 － － － － －        

臨時火山情報 － － － － － － － － － － － － 

火山観測情報※ 2     － － － － － － － － 

情報の種類 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 

緊急火山情報 － － － － － － － － － － － － 

臨時火山情報 － － － － － － － － － － － － 

火山観測情報 3 1 － 2 
1 
※ 4 

－ － － － － － － 

解説情報(臨時)※ 3       － 6 － 2 － － 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成

19）年 12 月 1

日 10:10 

噴火予報※ 1※ 2 

（噴火警戒レベル 1、平常） 

福島県福島市 

 

火山活動は静穏。 

火口内で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる。火口内等では警戒が必要。 
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⑥避難実績及び入山規制等の実績 

・避難状況 

なし 

・登山規制の状況 

規制の現状： 

平成20年11月11日 一切経山の大穴火口付近で、人体に有害な火山ガス（二酸化硫黄

など）の噴出がみられることから、当面の期間、大穴火口付近の登山道は立入禁止（福

島県ホームページより） 

具体的には、一切経山直登登山道が立入禁止 

過去の規制履歴：なし 

規制実施機関：環境省、福島県、自然公園財団（福島市ホームページより） 

規制範囲地図 以下のホームページで確認できる。 

福島市ホームページ 

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/soshiki/17/shizen.html 

一般財団法人 自然公園財団ホームページ 

http://www.bes.or.jp/joudo/blog/detail.html?id=615 
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社会条件等 

①人口 

・山形県 

米沢市：88,840人（2011年4月1日現在） 

・福島県 

福島市： 287,941人（2011年10月31日現在） 

猪苗代町：16,075人(2011年10月31日現在) 

北塩原村： 3,250人（2011年11月1日現在） 

②国立・国定公園・登山者数等 

・磐梯朝日国立公園 吾妻山 

年間観光客数：590,013人（福島県観光客入込状況（平成22年分）より） 

年間登山者数：24,665人（福島県観光客入込状況（平成22年分）より） 

：約18,200人（平成22年度山形県観光客数調査から） 

③付近の公共機関 

④主要交通網 

・東北自動車道 

・国道 13 号線、国道 115 号線 

・磐梯吾妻スカイライン 

・JR 東北新幹線、東北本線 

⑤関連施設 

・福島県福島市 

 ・浄土平ビジターセンター（環境省） 

 ・浄土平レストハウス（福島県） 

 ・福島市浄土平天文台（福島市） 

 

 

関係する主な気象官署  
機関・部署名 所在地 電話番号 

仙台火山監視・情報センター （仙台管区気象台）宮城県仙台市宮城野区五輪

1-3-15 仙台第３合同庁舎 

022-297-8100 

山形地方気象台 山形県山形市緑町 1-5-77  023-624-1946 

福島地方気象台 福島県福島市松木町 1-9 024-534-6724 

 

機関・部署名 所在地 電話番号 

米沢市役所 山形県米沢市金池5-2-25 0238-22-5111 

福島市役所 福島県福島市五老内町3-1 024-535-1111 

猪苗代町役場 福島県耶麻郡猪苗代町字城南100 0242-62-2111 

北塩原村役場 福島県耶麻郡北塩原村大字北山字姥ヶ作3151 0241-23-3111 
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気象庁および大学等関係機関の観測網  
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図 (新潟 , 福島 ) 

(気象庁) (国土地理院) (東北大学) (東北地方整備局)
地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 遠望カメラ
GPS 地震計 (広帯域)
傾斜計 (防災科学技術研究所) 傾斜計
空振計 Hi-net 温度計
遠望カメラ K-NET
震度計 KiK-net (自治体)
地震計 (短周期) 震度計
(地震津波観測)

凡　　　　　　例

 

図 34-16 観測点位置図 (広域). 
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山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図 (磐梯山 , 二本松 , 吾妻山 , 福島 ) 

(気象庁) (国土地理院) (東北大学) (東北地方整備局)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期) 遠望カメラ

GPS 傾斜計

傾斜計 温度計

空振計

凡　　　　　　例

 
 図 34-17 観測点位置図 (山頂付近). 
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